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照日神社六月灯

　７月２日（土）、夏の風物詩で
ある” ろっがっどー” が野方の照
日神社で行われました。境内の階
段には、地域の小中学生や介護
老健施設入所者による手作りの灯
篭１８０基が並び清涼感を醸し出
していました。

人権啓発シリーズ⑰
あなたの当たり前が、誰かを傷つけているかも。　
女性の人権について考えるための『気付き』のヒント

　○子育てや家事・介護は、女性の役割だ。
　○町内会の会長は、男性の方が信頼できる。
　○結婚や出産で、女性は、一時仕事をやめた方がいい。
　○ＤＶは暴力をふるわれる側にも問題がある。
　○子どもの成績や進路についての親の期待は、男子と女子では異なる。

日常の中の習慣や思い込みが、
人権侵害につながってしまうこともあります。
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